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■Vol.56 

(No.769)第15話 タバコは怖い 

－タバコの粒子は肺の奥まで届く... 

  

 白く見えるタバコの煙は、しばらくすると見えなくなりますが、成分が

消えるわけではなく空気中に拡散します。じつはその粒子は非常に小さい

事を知っていますか。下図にあるとおり、スギ花粉の直径２０～４５μm

（０．０２０～０．０４５㎜）に対して、タバコの粒子はその１００分の

１にあたる０．１～０．３μm（０．０００１～０．０００３㎜）しかあり

ません。ウイルスと同じくらいの微粒子ですから、長時間空気中を浮遊し

様々な所のすみずみまで届く可能性が高いのです。  

  

 では、そんなタバコの粒子を吸い込むとどうなるでしょうか。左図のよ

うにスギ花粉程度の粒子はノド付近で止まりますが、タバコの粒子は気管

や気管支を通過し肺の深部にある肺胞まで届いてしまうのです。有害物が

こんな奥まで届くなんて恐ろしいですよね。  

肺胞にこんな微粒子が届くと肺胞が炎症を起こし壊れていきます。一度壊

れた肺胞はもとに戻りませんので、肺機能が低下していくのです。  

やっぱり、タバコは怖いですよね。  

■Vol.56 

(No.770)第16話 がんにならずに済むのに 

－喫煙者を減らせばがん患者は相当減るはず... 

  

 厚生労働省の患者調査によると、全国のがん患者数は約２３０万人だそ

うです。単純に計算すると、人口１０００人当たりに約２０人のがん患者

がいることになります。そこで、その原因をまとめた下のグラフを見て下

さい、一番多いのは何でしょう。喫煙率が高い男性においては、その原因

の２３.６%（約１/４）がタバコなのです。対して喫煙率が低い女性では

４％にとどまっているのです。  

 ということはタバコを吸う人が少なくなれば、がん患者も少なくなると

予測できますよね。  

   

 それでは、喫煙者と非喫煙者を分けて、がんの発生要因を見てみましょ

う。左図のように、喫煙者のがん患者の６０％が、タバコによるものなの

だとわかります。  

 いかがでしょうか、「タバコを吸わなければ、がんにならずに済むの

に」と思いますよね。  
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